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島
谷
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
７
月

に
旧
熊
石
町
消
防
団
に
入
団
以

来
、
平
成
26
年
３
月
に
退
団
さ
れ

る
ま
で
、
48
年
余
の
長
き
に
わ
た

り
、
生
業
で
あ
る
自
営
業
を
営
み

な
が
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
幾
多

の
火
災
や
各
種
災
害
に
出
動
し
、

果
敢
な
行
動
力
と
卓
越
し
た
指
揮

能
力
を
発
揮
し
地
域
防
災
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
は
団

長
に
就
任
し
、
豊
富
な
消
防
経
験

を
基
に
積
極
的
な
職
責
観
念
で
団

員
を
統
率
し
、
団
員
の
教
育
訓

練
、
消
防
施
設
の
整
備
強
化
に
努

め
、
消
防
団
の
発
展
に
尽
力
す
る

等
、
数
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
9
年
10
月
に
法
務
大
臣
よ

り
保
護
司
に
委
嘱
さ
れ
18
年
の
長

き
に
わ
た
り
八
雲
地
区
の
保
護
司

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
教
員

経
験
を
活
か
し
、
青
少
年
の
非
行

防
止
・
非
行
や
罪
を
犯
し
た
多
く

の
人
の
更
生
、
社
会
復
帰
を
助
け

る
た
め
の
活
動
や
、
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
な
ど
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
3
年
5
月
に
八
雲
町
議
会

議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、
平
成

25
年
10
月
に
退
任
さ
れ
る
ま
で
22

年
の
長
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、

平
成
15
年
〜
平
成
25
年
ま
で
円
滑

な
議
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治

と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
豊
か

な
明
る
い
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、今
回
の
表

彰
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

島
谷
喜
人
さ
ん

（
熊
石
相
沼
町
）

し
ま 　

や　

よ
し
ん 　

ど

法
務
大
臣
表
彰

笹
川
則
子
さ
ん
（
熱
田
）

さ
さ　

か
わ　

の
り　

こ

北
海
道
知
事
表
彰

小
林
信
雄
さ
ん
（
立
岩
）

こ　

ば
や
し 

の
ぶ　

お

日
頃
よ
り
活
躍
さ
れ
、こ
の
秋
、

受
章
、表
彰
さ
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す

　

11
月
８
日
、
八
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
創
立
55
周
年
の
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
近
隣

ク
ラ
ブ
会
員
や
関
係
者
な
ど
約

1
5
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
・
祝
賀
会
で
は
、
八
雲
町

出
身
で
あ
る
俳
優　

伊
吹
吾
郎
さ

ん
、三
味
線
奏
者　

杉
本
雅
人
さ

ん
が
歌
や
演
奏
な
ど
で
会
場
を
盛

り
上
げ
た
ほ
か
、
記
念
事
業
と
し

て「
高
速
バ
ス
は
こ
だ
て
号
待
合
室
」、

「
観
光
看
板（
徳
川
慶
勝
公
と
矩

姫
・
北
海
道
木
彫
り
熊
発
祥
の

地
）２
台
」、
児
童
健
全
育
成
の

た
め
の
児
童
書
を
整
備
す
る「
ラ

イ
オ
ン
ズ
文
庫
、
本
代
10
万
円
」

が
寄
贈
さ
れ
八
雲
町
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
の
羽

田
会
長
は「
待
合
室
は
、
悪
天
候

で
も
子
ど
も
か
ら
老
人
の
方
ま
で

安
心
し
て
利
用
出
来
る
様
に
、
観

光
看
板
は
多
く
の
人
が
利
用
す
る

場
所
で
八
雲
町
の
徳
川
さ
ん
に
ま

つ
わ
る
開
拓
イ
メ
ー
ジ
を
Ｐ
Ｒ
し

た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
記
念
事
業

と
し
て
寄
贈
を
行
っ
た
。
地
域
社

会
へ
の
奉
仕
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
60
年
に
向
け
地
域
と
共
に
発

展
し
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し

た
。

八
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

創
立
55
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

W
e  Serve ―

 

地
域
へ
の
奉
仕
活
動
を
続
け
55
年

年
間
約
63
万
人
の
人
が
訪
れ
る
道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ

マ
パ
ー
ク
内
パ
ノ
ラ
マ
館
と
J
R
八
雲
駅
に
設
置
さ
れ
た

観
光
看
板

ラ
ル
ズ
マ
ー
ト
八
雲
店
前
に
設
置
さ
れ
た
高
速
バ
ス
は
こ

だ
て
号
待
合
所

「
高
速
バ
ス
は
こ
だ
て
号
待
合
室
」

「
観
光
看
板（
徳
川
慶
勝
公
・
矩
姫
＆

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
木
彫
り
熊
発
祥
の
地
）」

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
庫　
図
書
」
八
雲
町
へ
寄
贈
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八
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
不
要
に
な
っ
た
眼
鏡
を
集
め

て
、
発
展
途
上
国
で
必
要
と
し
て

い
る
人
々
の
為
に
役
立
て
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
発
展
途
上
国
の

人
々
に
と
っ
て
眼
鏡
は
高
価
で
あ

り
非
常
に
手
に
入
り
に
く
い
物
で

す
。
本
ク
ラ
ブ
で
は
、
中
古
眼
鏡

回
収
箱
を
町
内
14
か
所
に
設
置
し

発
展
途
上
国
で
眼
鏡
を
必
要
と
す

る
人
々
に
個
々
に
調
整
し
送
れ
る

様
に
寄
付
を
行
い
ま
す
。
是
非
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
期
間
】
11
月
19
日（
木
）

〜
12
月
20
日（
日
）

【
主
な
回
収
箱
の
設
置
場
所
】

　

八
雲
商
工
会
、
八
雲
町
役
場

（
本
庁
舎
、
落
部
支
所
、
熊
石
総

合
支
所
）
な
ど

【
設
置
場
所
等
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
事
務
局
：
八
雲
商
工
会
）

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
2
5
2
5

『中古眼鏡回収箱』
を設置します

　11月15日、はぴあ八雲にて、八雲陸上界で活躍する団体や個人の栄誉ある賞の表彰と優勝を祝い、
八雲町陸上競技協会・八雲陸上スポーツ少年団父母会が主催で祝賀会が開催されました。陸上スポー
ツ少年団は、昭和48年創立以来40年以上の競技力の向上・青少年の健全育成の功績が認められ、指導
者の川岸さんは、10年以上指導を行い、その指導力が評価され今回表彰されました。更に、石堂さん
は同少年団を卒団し、ジュニアオリンピック競技大会の走り幅跳びと北海道チームの女子４×100ｍ
リレーで優勝しました。少年団代表指導者古村さんと川岸さんは「少年団では陸上を中学・高校でも
続けて活躍出来る土台づくりと競技の楽しさを伝えていきたい」と語り、石堂さんは「練習を重ねて
いき、来年も全国優勝を目指したい」と意気込みを語りました。

八雲の陸上が今、熱いY 
表彰、優勝おめでとうございます
◆文部科学大臣表彰（生涯スポーツ優良団体表彰）
　八雲陸上スポーツ少年団
◆少年少女陸上競技指導者表彰 安藤百福記念章
　川 岸 謙 司さん
◆第46回ジュニアオリンピック全国大会
　走り幅跳び、女子4×100mリレー優勝
　石 堂 陽 奈さん（八雲中学校１年）

　山が色づく秋、鮭の遡上に合わせ八雲地域・落部地域で噴火湾の恵みを味わう、やくも大漁秋味まつ
り（開催：10月25日、主催：やくも大漁秋味まつり実行委員会）・おとしべ海の幸 豪海フェスタ（開
催：11月７日、主催：落部漁業協同組合）が開催されました。
　両会場では、自慢の鮭の山漬けやホタテ焼きの販売のほか女性部が作った海鮮鍋等が振る舞われ、来
場者は温かい鍋に舌鼓を打ちました。また、大人気の鮭のつかみ取りでは、鮭が水面を叩きながら水し
ぶきをあげプールの中を逃げまわり、観客も一緒に水浸しになりながら「尻尾を持て！」と声援を送り、
鮭つかみを一緒に楽しみました。豪海フェスタに札幌から参加した来場者は「朝５時に起きて来た。ホ
タテが安い浜鍋も美味しい。鮭のつかみ取りなんてめったに出来ないことで面白い」と話しました。

第26回やくも大漁秋味まつり・
おとしべ海の幸 豪海フェスタ

大漁旗がたなびく、海の幸を味わうフェスティバルY
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〈
広
告
〉

ひまわり商品券についてのお知らせ

・八雲商工会本所　　 ☎0137－63－2525
・八雲商工会熊石支所 ☎01398－2－2255問い合わせ先

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
カ
ー
ド
を
10
月
下
旬
か
ら

11
月
下
旬
に
か
け
て
随
時
郵
送
し

て
お
り
ま
す
。
12
月
に
入
っ
て
も

通
知
カ
ー
ド
が
ま
だ
お
手
元
に
届

い
て
い
な
い
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
5
日

か
ら
11
月
に
か
け
て
住
所
変
更
等

さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発

送
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
票
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
は
原
則
省
略
し
て
お
り
ま

す
。
記
載
が
必
要
な
方
は
窓
口
に

お
い
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
目
的
が
わ
か

る
書
類
等
お
持
ち
の
場
合
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
）。

【
注
意
事
項
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、

　

税
、
災
害
対
策
な
ど
法
律
に
定

　

め
ら
れ
た
事
務
に
限
り
利
用
で

　

き
、
利
用
で
き
る
機
関
・
団
体

　

に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

・
住
民
票
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

　

載
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

　

か
じ
め
提
出
先
に
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

【
代
理
人
が
請
求
す
る
場
合
】

　

本
人
も
し
く
は
同
一
世
帯
以
外

の
代
理
人
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載

の
住
民
票
を
請
求
す
る
場
合
、
住

民
票
は
ご
本
人
あ
て
に
郵
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
切
手
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
特
定
個
人
情

　

報
に
あ
た
る
た
め
、
簡
易
書
留

　

で
の
郵
送
を
推
奨
し
ま
す
。
簡

　

易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
す
る

　

場
合
は
、
簡
易
書
留
分
を
含
む

　
（
定
形
25
ｇ
の
場
合
3
9
2
円
）

　

切
手
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

「
通
知
カ
ー
ド
」に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課　
戸
籍
住
民
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所　
戸
籍
保
険
係

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の

　
住
民
票
が
必
要
な
方
へ

通知カードが届いたら…
①大切に保管してください
　マイナンバーは番号が漏えいし不正に使われるおそれがある場
合を除き、一生変更されませんので、大切に保管してください。
紛失等した場合の再交付手数料は500円となります。
②知らない人に教えない
　マイナンバー制度をかたった不審な電話、メール、手紙、訪問
等には十分注意し、内容に応じて相談窓口をご利用ください。各
相談窓口については広報11月号をご覧ください。
③お勤め先、役場、税務署等で提示します
　マイナンバーは給与や健康保険等の手続きの他、社会保障・
税・災害対策の分野で利用されます。
④住所変更等の際はご持参ください
　住所変更をした方、婚姻等により氏を変更した方等、通知カー
ドの記載事項に変更がある場合は窓口にご持参ください。裏面に
新住所等を記載します。

社
会
保
障・税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

通知カードについては以下の点に
ご留意ください

 

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ

加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契

約
者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に

対
し
、
各
種
手
続（
共
済
手
帳

の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き

る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や

か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
又

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご

相
談
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者

　
退
職
金
共
済
機
構

　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

　
1
│
24
│
1

　
ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　
☎
0
3
│
6
7
3
1
│
2
8
8
7

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）の
お
知
ら
せ
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町
で
は
、
降
雪
期
間（
12
月
〜

3
月
）の
町
道
の
交
通
確
保
の
た

め
、
除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

出
動
基
準
は
15
㎝
の
降
雪
を
目
安

に
、
よ
り
き
め
細
か
い
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
、
道
路
状
況
に
よ

り
作
業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
に
は

限
ら
れ
た
人
員
と
除
雪
車
で
効
率

的
な
作
業
が
求
め
ら
れ
、
町
民
皆

様
の
除
雪
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

　

特
に
車
輌
の
路
上（
違
法
）駐
車

は
、
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
除
雪
後
の
道
路
へ
の
雪
出
し

行
為
は
道
幅
が
狭
く
な
り
通
行
の

障
害
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
例

年
改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況
か

ら
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
交

通
の
安
全
確
保
が
さ
れ
る
よ
う
、

次
の
事
項
も
含
め
て
今
一
度
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
除
雪
作
業
の
障
害
と
な
る
も
の

　

は
、
路
上
に
放
置
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い
。

②
道
路
に
面
し
た
『
さ
く
等
』
は

　

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

③
除
雪
車
通
過
後
に
残
さ
れ
る
自

　

宅
前
の
雪
は
、
お
手
数
で
す
が

　

各
自
で
処
理
さ
れ
る
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
家

　

庭
等
に
は
、
ご
近
所
の
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

④
猛
吹
雪
の
時
や
夜
間
の
除
排
雪

　

は
、
非
常
に
危
険
な
た
め
作
業

　

を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

⑤
道
路
へ
の
雪
出
し
は
道
幅
が
狭

　

く
、
通
行
の
危
険
な
状
態
に
な

　

り
ま
す
。
各
家
庭
・
事
業
所
の

　

雪
は
、
敷
地
内
で
処
理
す
る
か

　

排
雪
場
所
に
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑥
排
雪
場
所
は
、
八
雲
地
域
は
栄

　

町
捨
場
と
落
部
川
（
落
部
橋
上

　

流
）、熊
石
地
域
は
旧
開
発
局
道

　

路
事
務
所
裏（
熊
石
鮎
川
町
）と

　

相
沼
内
川
河
川
敷（
熊
石
相
沼

　

町
）の
4
ヶ
所
で
す
。
排
雪
の

　

な
か
に
、
ゴ
ミ
等
が
混
入
し
て

　

い
る
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

　

意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
早
朝
の
除
雪
作
業
中
は
、
作
業

　

員
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
車
の

　

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
走
行
し
て

　

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

○
八
雲
地
域

・
八
雲
町
車
両
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
3
7
―
62
―
2
3
5
0

・
建
設
課
車
両
係

　
☎
０
１
3
7
―
62
―
2
1
1
5

○
熊
石
地
域　

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
大
敵
Z

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る

　
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！！

冬期間通行止め
のお知らせ

　12月から4月までの期間、下記の箇所
（国道5号線から落部10区に入る道路）
につきましては、除雪ができないため
通行止めとします。ご協力のほど、よ
ろしくお願いします。

　

雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
除
雪

機
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

　

除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
使
用

者
の
責
任
に
お
い
て
、
正
し
く
、

安
全
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

①
周
り
に
人
が
い
る
時
は
使
わ
な
い
！

　

除
雪
作
業
中
は
、
周
り
に
人
を

近
づ
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
！

　

雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
時
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
必
ず
雪
か

き
棒
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
離
れ
な
い
！

　

作
業
の
時
以
外
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

④
後
方
注
意
！

　

後
進
す
る
時
は
、
足
も
と
や
後

方
の
障
害
物
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

《
注
意
事
項
》

○
一
般
車

・
無
理
な
進
入
禁
止

○
除
雪
作
業
車

・
踏
切
内
通
過
時
は
、
排
土

　

板
を
上
げ
て
横
断

※
踏
切
通
過
時
に
異
常
が
見
つ
か
っ

　

た
場
合
は
、
遅
滞
な
く
Ｊ
Ｒ
北
海

　

道
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
事
故
を

　
　
防
止
す
る
た
め
に

〈
広
告
〉

ひまわり商品券使えます〈
広
告
〉

八雲町内無料送迎バス（9人乗）運行いたします。

冬期通行止め
区間

大
沼
国
道
5

内浦湾

落部

拡大図
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水
道
・
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
の
多
く
は
、
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
各
種
料
金

を
納
入
通
知
書
や
口
座
振
替
な
ど

の
方
法
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
方
に
つ

い
て
は
納
期
限
を
経
過
し
て
も
納

付
さ
れ
な
い
方
が
い
ま
す
。

　

そ
の
納
付
さ
れ
な
い
方
々
に
対

し
て
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を
送

付
し
、
早
期
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
よ
う
促
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
な
お
、
納
付
さ
れ
な
い
方
や

納
付
に
つ
い
て
の
相
談
の
な
い
場

合
は
、
次
の
よ
う
な
対
応
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

水
道（
簡
易
水
道
）料
金
の
滞

納
に
つ
い
て
は
、
給
水
停
止
予
告

通
知
書
を
送
付
し
、
指
定
期
限
ま

で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
や
納
付

誓
約
を
し
な
い
場
合
に
は
、
や
む

を
得
ず
給
水
停
止
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
は
、
裁
判
所
へ
の

支
払
督
促
申
立
に
よ
り
債
務
名
義

（
差
押
す
る
こ
と
が
で
き
る
権

利
）を
取
得
し
た
う
え
で
、
財
産

差
押
に
よ
り
未
納
と
な
っ
て
い
る

料
金
を
回
収
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す（
※
集
落
排
水
使
用
料
の

滞
納
に
つ
い
て
も
同
様
の
取
扱
い

と
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
や
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
、
集
落
排

水
施
設
受
益
者
分
担
金
の
滞
納
に

つ
い
て
は
、
財
産
差
押
予
告
通
知

書
を
送
付
し
、
指
定
期
限
ま
で
に

納
付
さ
れ
な
い
場
合
や
納
付
誓
約

を
し
な
い
場
合
に
は
、
給
与
や
預

貯
金
な
ど
の
差
押
に
よ
り
未
納
料

金
を
回
収
し
て
い
き
ま
す
。

《
町
か
ら
の
お
願
い
》

　

水
道
事
業
は
皆
様
か
ら
の
料
金

収
入
を
基
本
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
料
金
収
入
が
確
保
さ
れ
な
い

と
、
施
設
の
更
新
や
維
持
管
理
が

で
き
な
く
な
り
、
皆
様
に
安
心
・

安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
財
源
の
確
保
や
公
平

性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
今
後
も

引
き
続
き
滞
納
整
理
に
か
か
る
取

組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
水
道
料
金
な
ど
を
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
納
付
も
し
く
は
納
付
に
つ

い
て
の
相
談
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
納
付
相
談
先
】

・
環
境
水
道
課
業
務
係

　
☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
上
下
水
道
係

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
等
の

　
　
　
　
　
　
未
納
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

環
境
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

水道・簡易水道　料金収納状況の推移

0

50

100

金額
（百万円）

収納率（％）

H24 H25
八雲・水道 八雲・簡易水道 熊石・簡易水道

H26 H24 H25 H26 H24 H25 H26
0

250

500

収納率（％）

H24 H25
八雲・水道 八雲・簡易水道 熊石・簡易水道

H26 H24 H25 H26 H24 H25 H26

調定額　　　　（収納額）　　　　収納率（八雲・水道）　　　　収納率（八雲・簡易水道）　　　　収納率（熊石・簡易水道）

【現年度分】

金額
（百万円）

金額
（万円）

金額
（万円）

【現年度分】

【過年度分】

下水道・集落排水　使用料収納状況の推移

0

15

30

98.5％
18.1％

28.3％ 23.6％
47.1％

65.0％ 67.0％

9.3％ 10.3％
9.0％

98.8％ 98.7％
99.2％ 99.2％

98.2％
98.9％ 98.7％

99.0％

99.0％98.8％98.9％ 28.2％
38.1％ 36.6％

20.5％
25.3％

21.5％

13.7％

24.7％ 22.1％

99.1％99.0％98.8％
97.5％97.7％97.3％

155
（152）

153
（152）

1,099
（199）

1,102
（312）

85
（40） 57

（37）

134
（13）

149
（15）

15
（15）

16
（15）

25
（25）

25
（24）

59
（58）

57
（57） 44

（43）
42

（42）

186
（181）

183
（178）

1,908
（538） 1,828（697）

481
（99）

433
（109）

183
（25）

207
（51）

収納率（％）

H24 H25
八雲・下水道 八雲・集落排水 熊石・下水道

H26 H24 H25 H26 H24 H25 H26
0

150

300

収納率（％）

H24 H25
八雲・下水道 八雲・集落排水 熊石・下水道

H26 H24 H25 H26 H24 H25 H26

調定額　　　　（収納額）　　　　収納率（八雲・下水道）　　　　収納率（八雲・集落排水）　　　　収納率（熊石・下水道）

【過年度分】

62
（61） 46

（45）

199
（194）

169
（166）

17
（17）

27
（27）

968
（229）

32
（22）

165
（15）

1,557
（571）

368
（79）

208
（46）
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○
主
な
症
状

　

感
染
後
１
〜
2
日
で
下
痢
や
吐

き
気
、
嘔
吐（
お
う
と
）、
腹
痛

な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。
高
齢
者

や
乳
幼
児
は
嘔
吐
物
を
気
管
に
詰

ま
ら
せ
た
り
、
下
痢
に
よ
る
脱
水

症
状
を
起
こ
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

○
予
防
法

・
調
理
前
や
食
事
前
、
ト
イ
レ
の

　

後
な
ど
は
、
せ
っ
け
ん
で
手
を

　

洗
う
。

※
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ア
ル
コ
ー

　

ル
消
毒
で
は
十
分
な
効
果
が
得

　

ら
れ
な
い
た
め
、
ス
プ
レ
ー
式

　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
の
手
指
す

　

り
込
み
で
は
不
十
分
で
す
。

・
調
理
器
具
や
布
巾
な
ど
は
、
十

　

分
に
消
毒
す
る
。

※
消
毒
は
、
加
熱
か
次
亜
塩
素
酸

　

ナ
ト
リ
ウ
ム（
家
庭
用
塩
素
系

　

漂
白
剤
な
ど
）を
薄
め
て
使
う

　

方
法
が
有
効
。

・
カ
キ
な
ど
の
生
食
は
、「
生
食
用
」

　

と
表
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。

○
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
嘔
吐
や
下
痢
な
ど
に
よ
る
脱
水

　

症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
水

　

分
を
補
給
し
早
め
に
医
療
機
関

　

で
受
診
す
る
。 

・
自
己
判
断
で
下
痢
止
め
な
ど
を

　

飲
ま
な
い
。 

・
手
洗
い
後
は
、
個
人
専
用
タ
オ

　

ル
を
使
う
。 

・
便
や
嘔
吐
物
に
は
直
接
触
れ
ず
、

　

マ
ス
ク
と
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
を
着

　

用
し
て
処
理
す
る
。 

・
入
浴
の
順
番
は
、
家
族
の
最
後

　

に
す
る
。

※
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
な

　

く
な
っ
て
も
、
通
常
1
週
間
程

　

度
、
長
い
と
き
に
は
1
ヶ
月
程

　

度
、
ウ
イ
ル
ス
の
排
泄
が
続
く

　

こ
と
が
あ
る
の
で
、
症
状
が
改

　

善
し
た
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

周
囲
の
人
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み

で
、
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
マ
ス
ク
を
し
な
い

で
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、

そ
の
し
ぶ
き
は
2
メ
ー
ト
ル
程
度

飛
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」は
、
周
囲
の
人

に
対
す
る
思
い
や
り
の
マ
ナ
ー
で

す
。

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
が
出
る
と
き

　

は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
け
ま

　

し
ょ
う
。 

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

　

は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な

　

ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
周
囲

　
の
人
か
ら
顔
を
背
け
ま
し
ょ
う
。

・
手
洗
い
前
に
、
腕
ま
く
り
を
し

　

腕
時
計
・
指
輪
等
は
外
し
ま
す
。

・
水
洗
い
だ
け
で
は
な
く
、
必
ず

　

せ
っ
け
ん
を
つ
け
て
手
を
洗
い

　

ま
す
。
指
先
、
指
の
間
、
爪
や

　

手
首
、
親
指
の
周
り
は
汚
れ
が

　

残
り
や
す
い
の
で
、し
っ
か
り
洗

　

い
ま
す（
目
安
は
30
秒
で
す
）。

※
せ
っ
け
ん
は
、
固
形
タ
イ
プ
で

　

は
な
く
、
プ
ッ
シ
ュ
ボ
ト
ル
タ

　

イ
プ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
し
っ
か
り
洗
っ
た
ら
流
水
で
丁

　

寧
に
せ
っ
け
ん
を
流
し
ま
す
。

・
乾
い
た
タ
オ
ル
で
水
分
を
十
分

　

に
拭
き
取
り
ま
す（
※
タ
オ
ル

　

は
個
人
専
用
に
し
ま
し
ょ
う
）。

・
水
を
止
め
る
際
は
、
ま
ず
蛇
口

　

に
水
を
か
け
汚
れ
を
落
と
し
て

　

か
ら
水
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

〜
洗
う
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
〜

・
帰
宅
時　

・
ト
イ
レ
の
あ
と

・
調
理
を
す
る
前　

・
食
事
前

・
せ
き
や
く
し
ゃ
み
の
後

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス

　
課
保
健
福
祉
係

　

冬
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
感

染
性
胃
腸
炎
な
ど
の
感
染
症
が
流

行
す
る
時
期
で
す
。
一
人
一
人
が

正
し
い
知
識
と
予
防
方
法
を
身
に

付
け
て
、
元
気
に
冬
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

○
主
な
症
状

　

通
常
1
〜
3
日
間
の
潜
伏
期
間

を
経
て
、
38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
等
全
身
の

症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
併
せ
て

普
通
の
風
邪
と
同
じ
よ
う
に
、
の

ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
咳
等
の
症
状

も
見
ら
れ
ま
す
。

○
予
防
法

・
外
出
後
や
食
事
前
な
ど
、
こ
ま

　

め
に
う
が
い
や
せ
っ
け
ん
で
手

　

洗
い
す
る
。 

・
人
の
多
く
集
ま
る
場
所
で
は
、

　

マ
ス
ク
を
着
け
る
。

・
部
屋
の
湿
度（
50
〜
60
%
）や

　

水
分
補
給
な
ど
、
部
屋
や
口
の

　

中
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と

　

れ
た
栄
養
摂
取
を
心
が
け
、
自

　

己
免
疫
を
高
め
る
。 

・
予
防
接
種
を
受
け
る

※
高
齢
者（
65
歳
以
上
）等
の
方

　

に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

　

防
接
種
の
助
成
を
実
施
し
て
い

　

ま
す
。
詳
し
く
は
10
月
号
広
報

　

折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

○
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

・
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

・
睡
眠
を
十
分
に
と
り
安
静
に
す
る
。

・
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る
。

・
咳
や
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
が
あ

　

る
時
は
、
周
り
の
方
へ
う
つ
さ

　

な
い
た
め
に
、
マ
ス
ク
を
着
用

　

す
る
。

・
人
ご
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

　

控
え
、
無
理
を
し
て
学
校
や
職

　

場
等
に
行
か
な
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
前
日
か

　

ら
発
症
後
3
日
〜
7
日
間
は
ウ

　

イ
ル
ス
が
排
出
す
る
と
い
わ
れ

　

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ウ
イ

　

ル
ス
を
排
出
し
て
い
る
間
は
、

　

外
出
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

感
染
性
胃
腸
炎
に

気
を
つ
け
よ
う
！

▼
感
染
性
胃
腸
炎

  

（
主
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
）

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」を

守
り
ま
し
ょ
う

感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
①

「
正
し
い
手
洗
い
方
法
」

感
染
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
②
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平
成
28
年
度
入
所
児
童
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
入
所

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
申

込
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
入
所
中
の
児
童
で
引

き
続
き
新
年
度
も
入
所
さ
れ
る
方

は
こ
の
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん（
た
だ
し
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
）。

  

入
所
で
き
る
の
は
、
保
護
者
が

仕
事
や
病
気
等
の
理
由
に
よ
り
、

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

【
申
込
書
の
交
付
期
間
】

　

12
月
15
日（
火
）〜
22
日（
火
）

　感染の正しい知識と対処方法を、近隣町村の施設（幼稚園、学校、老健など）と協力・共有し、早期発見・
拡大阻止を目指す八雲町感染対策ネットワークが発信しているブログです。感染症への対策等が紹介されて
います。
【ＹＩＣブログ】http://yakumokansen.sblo.jp/
【ＹＩＣメールマガジン】touroku@yic-net.comに空メールを送ることで、メールマガジンに登録でき、
　　　　　　　　　　 感染症流行情報が電子メールで配信されます。

ＹＩＣブログ＆ＹＩＣメールマガジンご存
知

です
か

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　

平
成
28
年
1
月
5
日（
火
）

〜
14
日（
木
）

【
受
付
窓
口
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係
、
熊
石
総

合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
落
部

支
所
、
相
沼
泊
川
出
張
所

※
現
在
保
育
所
に
入
所
中
の
児
童

　

（
在
園
児
）
数
と
新
規
申
込
み

　

の
児
童
数
が
、
各
保
育
所
の
児

　

童
定
員
を
上
回
る
場
合
は
入
所

　

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
ご
希
望
ど
お
り
の
保
育
所
に
入

　

所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
新
年
度
途
中（
平
成
28
年
5
月

　

以
降
）
の
入
所
も
随
時
受
付
い

　

た
し
ま
す
が
、
保
育
所
の
状
況

　

等
で
入
所
で
き
な
い
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

　

育
児
休
業
明
け
等
で
事
前
に
入

所
希
望
日
が
分
か
る
場
合
に
は
、

必
ず
申
し
込
み
期
間
中
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所

　
　
　
　
　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

※
季
節
保
育
所（
山
崎
は
ま
な
す
、

　

野
田
生
こ
ば
と
）に
つ
い
て
は
、

　

直
接
保
育
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
保
育
所

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

入
所
申
込
書
交
付
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
受
付
期
間

保育園名
国の子保育園
なかよし保育園
あかしや保育園
熊 石 保 育 園
相 沼 保 育 園

定員
90名
90名
50名
60名
45名

対象児
6ヶ月～5歳
6ヶ月～5歳
6ヶ月～5歳
6ヶ月～5歳
6ヶ月～5歳

【検査内容】①胃がん検診　　バリウムによるレントゲン検査
　　　　　　②大腸がん検診　自宅で便を２日間採取する検査
【対象年齢】胃がん検診・大腸がん検診　いずれも３５歳以上
【料　　金】①胃がん検診：１，５００円　②大腸がん検診：５００円
　　　　　　※生活保護世帯の方は無料となります。
【申込締切】１２月２４日（木）※定員になり次第締め切らせていただきます。
【申し込み・問い合わせ先】保健福祉課健康推進係（シルバープラザ内）
　　　　　　　　　　　　　10137－６４－２１１１

胃がん・大腸がん検診受け忘れていませんか？
今年度の胃がん・大腸がん検診は１月が最後の機会です。年に１度はがん検診を受けましょうY

平成28年
1月26日（火）

午前6時～
10時30分

シルバー
プラザ

月　日 受付時間検診会場

※同じ日に胃がん・大腸がん検診
　両方を受けることができます。

平成28年
1月27日（水）

午前6時～
10時30分

八雲町民
センター

　高齢者の方や障がいを持った方、健康や介護について不安や心配がある方々の相談の場です。
【日時】12月17日（木）　・八雲地域／午前9時30分～11時30分　はぴあ八雲エントランスホール
　　　　　　　　　　　　・落部地域／午後2時～4時　　　　　　  落部町民センター
◎ミニ講座「家でコツコツ筋力アップ体操」
【時間】・八雲地域／午前10時～　・落部地域／午後2時30分～
【内容】雪の季節が訪れました。元気に冬を乗り切ることができるよう、運動に取り組みませんか。
【問い合わせ先】保健福祉課包括支援係（シルバープラザ内）10137－65－5001

はっぴぃ♪街なか保健室
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八
雲
町
立
図
書
館
協
議
会
は
、

町
立
図
書
館
の
健
全
か
つ
円
滑
な

運
営
を
図
る
た
め
に
検
討
を
行
う

協
議
会
で
す
。

【
日
時
】
12
月
14
日（
月
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
4
時

【
場
所
】

　

八
雲
町
立
図
書
館
集
会
室

【
内
容
】

・
平
成
27
年
度
上
半
期
八
雲
町
立

　

図
書
館
、
熊
石
総
合
支
所
図
書

　

室
利
用
状
況
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
上
半
期
八
雲
町
立

　

図
書
館
、熊
石
総
合
支
所
図
書
室

　

事
業
実
施
報
告
に
つ
い
て

　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
立
図
書
館　

　
☎
０
１
３
７
│
62
│
２
５
０
７

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、
平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。
　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施
についてお知らせします。
　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に参加しませんか？

八
雲
町
立
図
書
館
協
議
会

を
開
催
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
、

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に
関
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
ま

す
。

【
日
時
】
12
月
21
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分

【
場
所
】

　

八
雲
町
公
民
館　

第
1
会
議
室

八
雲
町
文
化
財
保
護
審
議
会

を
開
催
し
ま
す

八雲町自治基本
条例第12条の規
定に基づき、
会議を公開で
行います
皆様の傍聴を
お待ちして
います

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

【
内
容
】

・
町
指
定
文
化
財
の
候
補
に
つ
い

　

て
・
平
成
27
年
度
文
化
財
関
係
事
業

　
（
上
半
期
）の
実
施
報
告
及
び

　

決
算
に
つ
い
て

・
平
成
27
年
度
文
化
財
関
係
事
業

　
（
下
半
期
）の
実
施
予
定
及
び

　

予
算
に
つ
い
て

・
郷
土
資
料
の
寄
贈
状
況
に
つ
い

　

て　

ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
郷
土
資
料
館

　
☎
０
１
３
７
│
63
│
３
１
３
１

不用品交換コーナー

・つけもの石（10～12kg）
ゆずります

・ガスコンロ（魚焼き付）　・掃除機　・冷蔵庫
・ベビーベッド　・トースター
・下駄箱（シューズボックス）
・FFストーブ（ポータブル可）

ゆずってください

これまでの成立件数 47件

これまでの成立件数 18件

11月15日時点

【申請方法】
　企画振興課、熊石総合支所住民サービス課、落部支所にて申請書
を備え付けていますので、手続きを行ってください。
※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】企画振興課協働推進係
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【
そ
の
他
】

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

会
議
は
、
年
２
〜
３
回
程
度
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

電
話
で
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

　
企
画
振
興
課
企
画
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
２
３
０
０

　　

自
治
基
本
条
例
第
14
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
素
案
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
提
出
で
き
る
方
】

 

左
記
に
該
当
す
る
方（
年
齢
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
住
所
を
有
し
て
い
な
く
て
も
、

　

町
内
の
事
業
所
等
で
働
い
て
い

　

る
又
は
学
ん
で
い
る
方

③
町
内
で
活
動
す
る
法
人
、
団
体

【
資
料
の
入
手
方
法
】

①
次
の
場
所
へ
の
備
え
付
け

・
企
画
振
興
課（
本
庁
舎
２
階
）

・
地
域
振
興
課（
熊
石
総
合
支
所
）

　

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
会
は
、

町
長
の
附
属
機
関
と
し
て
、
八
雲

町
の
産
業
経
済
、
福
祉
、
教
育
な

ど
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
各

種
の
政
策
に
つ
い
て
総
合
的
に
審

議
し
、
意
見
を
具
申
す
る
機
関
と

し
て
設
置
す
る
も
の
で
す
。

【
公
募
人
数
】
５
名
程
度

【
応
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い

て
満
20
歳
以
上
の
方

【
応
募
期
間
】

　

12
月
18
日（
金
）

　

〜
平
成
28
年
１
月
15
日（
金
）

【
報
酬
】
日
額　

5
，
6
0
0
円

　

八
雲
町
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に
よ

る
。

【
任
期
】
２
年
間

　
　

平
成
28
年
2
月
1
日

　
　

〜
平
成
30
年
1
月
31
日

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド 　

・http://www.town.yakum
o.lg.jp

【
提
出
方
法
】

①
書
面
の
持
参
、
②
郵
送
、
③

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
④
電
子
メ
ー
ル

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
て
い
ま
せ
ん
。

【
提
出
先
】

①
書
面
の
持
参

・
企
画
振
興
課（
本
庁
舎
２
階
）

・
地
域
振
興
課（
熊
石
総
合
支
所
）

・
落
部
支
所

②
郵
送

　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　

八
雲
町
企
画
振
興
課
企
画
係

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

5
0
1
3
7
│
62
│
2
1
2
0

④
電
子
メ
ー
ル 

・kikaku@
tow
n.yakum

o.lg.jp
【
留
意
事
項
】

　

意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

書
面
に
必
ず
下
記
の
事
項
を
記
載

願
い
ま
す
。
記
載
無
き
場
合
は
、

取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
留

意
願
い
ま
す
。

①
住
所　

②
氏
名（
法
人
そ
の
他

団
体
の
場
合
は
、
名
称
及
び
代
表

者
名
）　

③
連
絡
先
電
話
番
号

④
提
出
で
き
る
方
で
②
に
該
当
す

る
方
は
、
事
業
所
又
は
学
校
の
名

称
を
記
載
願
い
ま
す
。

※
上
記
の
個
人
情
報
は
、
本
件
の

　

内
部
管
理
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
提
出
意
見
及
び
検
討
結

　

果
の
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、
上

　

記
個
人
情
報
を
公
表
す
る
こ
と

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
募
集
の
趣
旨
】

　

国
全
体
の
人
口
減
少
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
昨
年
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
が
制
定
さ
れ
、
国

に
お
い
て
は
、
将
来
の
人
口
に
係

る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を

策
定
し
、
当
町
に
お
い
て
も
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
た
八
雲
町
版
の

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
総
合
戦

略
」（
素
案
）を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
広
く
町
民
の
皆
様
か
ら
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
実
施
し
ま
す
。

【
意
見
の
募
集
に
関
す
る
事
項
】

・
募
集
期
間　
　

　

12
月
14
日（
月
）

〜
平
成
28
年
1
月
13
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
振
興
課
企
画
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
２
３
０
０

【
募
集
の
趣
旨
】

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
が
改
正
さ
れ
、
法
の
失
効
期
限

が
平
成
27
年
度
末
か
ら
平
成
32
年

度
末
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
同
法
に
基
づ
く
財
政
上
の

優
遇
措
置
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

各
種
の
施
策
を
実
施
し
、
住
民
が

安
全
・
安
心
で
豊
か
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、「
八
雲
町
過
疎

地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
を

策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
意
見
の
募
集
に
関
す
る
事
項
】

・
募
集
期
間　
　

　

11
月
20
日（
金
）

　
　
　
　
　

〜
12
月
21
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
振
興
課
企
画
係

八
雲
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
素

案
）
及
び
八
雲
町
総
合
戦
略

（
素
案
）
に
つ
い
て

八
雲
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画
（
素
案
）
に
つ

い
て

八
雲
町
総
合
開
発
委
員
を

募
集
し
ま
す

八雲町自治基本
条例第14条の規
定に基づき、
町民皆様から
広く意見を
公募します

八雲町落部130
Tel 67－2454
http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 

特
殊
加
工 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

〈
広
告
〉
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〈
広
告
〉
新規・解体撤去・リフォーム追加彫刻・
ペット用碑…墓石のことなら
ご相談ください。
新規格用地（2m×2m）にあわせた、
洋型・和型墓石も各種展示いたして
おります。

お任せ下さい！！

〈
広
告
〉

・病院、各施設からの直接安置・直葬等、ご相談下さい
・町外からの搬送もお引き受けいたします
・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ下さい

家族葬に適した新ホールです

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1
電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※風呂場の有無欄に有とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに12月15日（火）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

入札（見積合わせ）結果（10月16日～11月15日）1，000，000円以上
工　事　名（委託業務名） 請負業者名 予定価格 契約金額 工　期

熊石簡易水道西浜地区配水管布設替その２工事
栄町９号線道路舗装工事
八雲地区橋梁修繕工事
旧くるみ保育園解体工事
東雲幹線測量設計業務委託
上水道管洗浄施設設置工事（第１工区）
上水道管洗浄施設設置工事（第2工区）
平成２７年度 八雲町上の湯の一部地区地籍調査事業（Ｄ工程）

㈱角田配管工業所
㈱シンオシマ
㈱シンオシマ
㈱神馬組
㈱東鵬開発
西谷試錐工業㈱
三河設備工業㈱
㈱極東コンサルタント

11,480,400
10,324,800
24,062,400
17,452,800
5,248,800
9,936,000
8,186,400
12,096,000

12月25日
12月25日

H28年2月29日
12月25日

H28年2月29日
12月22日
12月22日

H28年３月17日

11,124,000
9,925,200
23,112,000
16,772,400
4,860,000
9,720,000
7,992,000
11,502,000

16,000円

16,100円

27,200円

27,300円

～

～

S59

H11

1

1

有

有

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3DK 68.79G

１棟１4戸重ね建（1Ｆ） 1LDK 74.71G

出雲町A団地（出雲町60－6）

新栄町団地（栄町94－3）

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町52）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

雲石団地（熊石雲石町224）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

関内団地（熊石関内町256－14）

平特公賃（熊石平町324－9）

H13

H13

S62

S57

Ｓ63

Ｈ５

H5

H6

Ｈ8

S61

H8

H13

2

１

1

2

1

1

2

1

1

1

1

1

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 61.24G

１棟6戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 70.53G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 68.79G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ・3F） 3LDK 71.74G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 60.28G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 70.53G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 79.79G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 1LＤＫ 49.30G

19,900円

17,100円

14,900円

14,200円

15,700円

17,600円

20,100円

17,000円

17,700円

15,000円

19,200円

36,400円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

88,100円

78,300円

35,600円

31,500円

34,100円

34,900円

41,000円

38,500円

48,900円

35,700円

54,100円

72,800円

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 風呂場の有無

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 風呂場の有無家　　賃
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八雲警察署からお知らせ

飲酒運転の根絶
～ストップ・ザ・交通事故　めざせ安全で安心な北海道～

■
平
成
27
年
９
月
、
衆
議
院
本
会
議
で
い
わ
ゆ
る
安
全
保
障
関
連
法
案
が
可
決
さ
れ
、

同
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
議
論
の
際
に
、
立
憲
主
義
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
立
憲
主
義
に
つ
い
て
で
す
。

■
立
憲
主
義
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
憲
法
が
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
で
自
由
で
フ
ェ
ア
な
社
会
を
築
く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
憲
法
に
反
す
る

法
律
は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。
憲
法
は
、
国
を
拘
束
す
る
道
具
な
の
で
す
。

■
な
ぜ
、
国
を
拘
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
は
、
ア
ン
フ
ェ
ア

な
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
法
律
は
、
私
た
ち
を
縛
る
ル
ー
ル
で
す
。
法
律

は
、
国
会
が
作
り
ま
す
。
国
会
で
は
、
多
数
決
の
原
理
で
物
事
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
国

会
議
員
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。
選
挙
は
多
数
決
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま

す
。
法
律
が「
必
要
だ
か
ら
」と
い
う
名
目
で
自
由
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
多
数
派

に
都
合
の
い
い
、
風
通
し
の
悪
い
、
フ
ェ
ア
で
な
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
多

様
な
価
値
観
の
人
た
ち
皆
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
憲
法
が
あ
る
の
で
す
。

■
も
う
一
つ
は
、「
国
家
」を
拘
束
す
る
た
め
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
惨
禍
は
、
ま
さ

し
く
国
家
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
国
民
の
生
命
・
自

由
・
財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
で
も
、
戦
前
に
教
員
が
子
ど
も
に
作
文
の
指
導

を
し
た
と
い
う
だ
け
で
逮
捕
さ
れ
、
何
年
も
拘
束
さ
れ
た
後
に
有
罪
と
な
っ
た
事
件
が

あ
り
ま
し
た（
北
海
道
綴
方
教
育
連
盟
事
件
）。
憲
法
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
の
拘
束
具
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
生
活
の
中
で
、「
フ
ェ
ア
で
な
い
」、「
息
苦
し
い
」、「
な
ん
と
な
く
お
か
し
い
」と
感
じ
た

ら
、
一
度
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
立
憲
主
義
に
関
わ
る
問
題
は
、
生
活
の
中
に
も

潜
ん
で
い
ま
す
。

■
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
で
は
、
憲
法
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
、「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所（
1
０
５
０
│
３
３
８

３
│
８
３
６
６
）」ま
で
、
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
下
さ
い（
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江

差
法
律
事
務
所（
1
０
５
０
│
３
８
３
│
５
５
６
３
）」で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま

す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.
42

立
憲
主
義
と
多
数
決

（１）飲酒運転は凶悪犯罪！
　今、全国的に「飲酒運転は凶悪犯罪である」とい
う気運が高まっています。
　その一方で、「捕まらなければ大丈夫」という危
険な考えを持って車を運転する人が多くいます。
お酒を飲むとわずかな量でも運転に大きな影響を
及ぼし、重大事故を起こす可能性が何倍にも高ま
ります。
　「飲んだら　のれん」をキャッチフレーズに、
地域全体で飲酒運転根絶気運を高めましょう。

（２）飲酒運転は、運転者以外も処罰の対象！
　飲酒運転は、ドライバーだけでなく、周りの人
にも重い処罰があることを知っていますか。
　車を運転するおそれのある人にお酒を提供した
り、お酒を飲んでいる人に車を提供したり、飲酒
運転の車に同乗すると、たとえお酒を飲んでいな
くても処罰されます。

（３）ハンドルキーパーで飲酒運転を根絶しましょ
う！
　ハンドルキーパーとは、仲間と車で飲食店に行
く場合、あらかじめお酒を飲まない人を決め、そ
の人が仲間を自宅まで送り届けることです。
　お酒を提供するお店の方は、「お客さんが車で来
店していないか」、「車で来店している場合は、ハ
ンドルキーパーは誰なのか」を確認して、飲酒運
転を防止しましょう。

（４）飲酒運転情報をお寄せください。
　飲酒運転をしているドライバー、させている飲
食店の情報や飲酒運転を根絶するためのアイデア
を、北海道警察ホームページの「飲酒運転ゼロ
ボックス」までメールでお寄せください。

【問い合わせ先】
・函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　
弁
護
士　
小
林　
佑
輔

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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文化祭（八雲、落部、熊石）開催
歌う、踊る、奏でる、描く、創るY八雲の文化の祭典Y

　秋と言えば、芸術の秋。町内各地では文化祭が開催され、芸能（民謡、コーラス、舞踊、演奏等）、芸術
（絵画、書道、生け花、藍染め、写真、手芸等）の発表が行われました。各地域の名人・子ども等が趣向を
凝らした発表を行いました。八雲会場では国立八雲病院の入院者団体のクラフトアートやＪＡ新函館農協八
雲支店女性部の刺繍・手芸、落部会場では来年３月に開業する北海道新幹線のジオラマが登場、また、熊石
会場では域学連携協定を結ぶ札幌大谷大学美術学部の学生によるピンホールカメラの写真も展示され、来場
者は発表や展示を楽しみました。

自己記録の更新を目指してY

　育成牧場では今年度335頭の乳牛や北里八雲
牛などの肉用牛が預けられ、10月30日には全て
の牛が町内外の飼育者の元へトラックに揺られ
帰っていきました。中には放牧期間中に青々とし
た牧草を食べ、約170kgも育った牛もおり関係
者達を喜ばせました。
　また、育成牧場は風光明媚な牧歌的な風景の観
光名所として知られています。
　今年、展望台には町内のアマチュア写真家佐藤
馨さんが撮影し寄付をした町内の代表的風景写真
が展示され、来場者の目を楽しませました。

第3回やくも水泳記録会兼
ニチレイチャレンジ泳力検定

牛の保育園、
トラックに揺られ元気に降園Y

　10月24日、「第３回八雲水泳記録会」が八雲
町温水プールで開催され、町内外の参加者、小学
１年生から68歳までの48人が自己記録更新に
チャレンジしました。
　この記録会に向けて、水泳協会の指導員が飛び
込みや早く泳ぐための講習会を行い、多くの参加
者が自身の記録更新につながりました。
　泳力検定会には35人が受け、28人が見事合格
しました。

八雲町育成牧場 下牧

第46回熊石文化祭 第33回落部文化祭 第61回八雲町文化祭
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北海道熊石高等学校閉校記念式典
67年間ありがとう熊石高校Y

　10月24日、来年３月をもって閉校となる北海道熊石高等学校の閉校記念式典
（同校閉校記念事業協賛会主催）が同校で開催され、卒業生や在校生、学校関係者ら
約320人が出席しました。式典では、渡辺校長が「ここまで来れたのも全道、全国で
活躍されている2,331人の卒業生や本校ゆかりの皆さんのおかげ」と挨拶し、在校生
の３年生６人には「仲間の大切さや地域の応援は熊石高校だからこそ体験出来ること。
最後まで充実した学生生活を」と語りかけました。生徒を代表して生徒会長の尾形佳
乃さんが「最後の熊高生として卒業式まで精一杯過ごしたい。熊高ありがとう」と感
謝を述べ、最後は参列者全員で万感の想いを込めて校歌を合唱しました。

　10月26日、総合体育館にて八雲町高齢者生き
がいづくり推進事業として第24回シルバーオリン
ピックが開催され、町内の団体15チーム206名が
様々なスポーツ競技を楽しみました。実行委員の
竹内委員長は「今年も様々な団体が参加し嬉し
い。競技を通して健康づくりと交流を深め楽しん
でほしい」と挨拶し、選手は、ビーンボーリング
やカローリングなど普段楽しめない競技10種目を
楽しみながら競い合いました。優勝した「熊石生
きがい学習塾」には、輝かしいトロフィーが授与
されました。

第24回シルバーオリンピック
トップを狙えY

　10月25日、道立公園噴火湾パノラマパークにて
第１回目となる八雲ノルディックウォーキングフェ
スティバルが開催され、町内外から約210名が参加
しました。開町10年を記念したスポーツイベント
の最後となる事業で、八雲町ではこの種目初のイベ
ントとなりました。北欧生まれのノルディック
ウォーキングは、全国に先駆け北海道伊達市の大滝
ノルディックウォーキング協会が取り組みを始め、
現在では老若男女がポール２本で気軽に取り組める
スポーツとして普及しています。この日は、リレハ
ンメルオリンピックのノルディックスキー複合団体
金メダリスト阿部雅司さんによる講習会も開催され、
参加者は、悪天候であったものの爽やかな汗を流し、
ウォーキングを楽しみました。

開町10年記念事業 第1回
八雲ノルディックウォーキング
フェスティバル

北欧生まれのフィットネスY

　10月27日、関内小学校（西田浩人校長　全校児童２人）で、漁業に対する
関心を高めるとともに、自然や命の尊さを実感してもらおうと、サケの人工授
精体験学習（熊石マリンビジョン推進協議会主催）が行われました。昭和59
年からはじまった同校の取り組みは、平成29年度の学校統廃合により、今年
で最後となるため、今回は雲石小学校や泊川小学校の児童18人も参加しまし
た。はじめに関内小学校の佐藤騎斗くんがサケの人工授精の方法や稚魚放流ま
での取り組みについて説明し、続いて、講師のひやま漁協佐藤弘副組合長がボ
ウルの中のサケの腹から取り出した約5,000個の卵に白子を噴出させると、児
童たちは興味津々の様子で見入っていました。

関内小学校サケの人工授精体験学習
元気に育てYサケの稚魚Y
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わ
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号

　
月
　
日（
木
）・　
日（
木
）

町
へ
の
寄
付

◎シルバープラザ
　12月30日（水）～1月4日（月）
◎八雲町公民館
　12月30日（水）～1月4日（月）
◎噴火湾パノラマパーク
　12月28日（月）～1月4日（月）
◎総合体育館
　12月28日（月）～1月4日（月）

◎町立図書館
　12月28日（月）～1月5日（火）
◎郷土資料館・木彫り熊資料館
　12月29日（火）～1月5日（火）
◎梅村庭園
　12月29日（火）～3月31日（木）
※冬期間休館します

年末年始の
業務案内
記載されている期間が
お休みとなります

◎役場本庁・熊石総合支所・落部支所
　12月30日（水）～1月4日（月）
◎八雲総合病院・熊石国保病院
　12月30日（水）～1月4日（月）

年末年始は長期間お休みとなりますので、
各種手続きはお休み前にお済ませください

INFORMATION

●八雲町役場●
10137－62－2111

主な電話番号

情報
くらしの

●熊石総合支所●
101398－2－3111

●落部支所●
10137－67－2231
●シルバープラザ●
10137－64－2111
●八雲町公民館●

10137－63－3131
●八雲町立図書館●
10137－62－2507
●八雲総合体育館●
10137－62－2141

●噴火湾パノラマパーク●
10137－65－6030
●八雲総合病院●

10137－63－2185
●熊石国民健康保険病院●
101398－2－3555101398－2－3555

町
の
花

ひ
ま
わ
り

12

17

24

 はぴあ八雲の駐車場の利用について
は、長時間・夜間の駐車・JRをご利
用の方の長時間駐車により、はぴあ八
雲を利用する人が駐車できずに大変
困っています。
　また、冬期間は、夜間の駐車によ
り、除排雪の妨げになりますので、駐
車場の適切な利用をお願いします。
【問い合わせ先】八雲商工会

☎0137－63－2525

●はぴあ八雲からのお願い●

　これまで、八雲町役場（本庁舎）へ電話をおかけになった際、町の代表
電話を総務課職員が受け、用件の内容を判断し各担当課へ電話をつない
でいましたが、12月1日（火）から直接担当課へ下記の番号で電話をかけ
ることが可能となります。用件の問い合わせ先が不明な場合は、これま
で通り代表総務課（☎62－2111）へお電話願います。

〈各担当課の直通電話番号〉
・総務課　　　☎62－2111　・商工観光労政課　☎62－2116
・住民生活課　☎62－2112　・水産課　　　　　☎62－2117
・会計課　　　☎62－2113　・農林課　　　　　☎62－2203
・財務課　　　☎62－2114　・情報政策室　　　☎62－2226
・環境水道課　☎63－2020　・企画振興課　　　☎62－2300
・建設課　　　☎62－2115　・議会事務局　　　☎62－2388
【問い合わせ先】総務課庶務交通係　☎0137－62－2111

役場本庁舎の
電話に直通電話方式が
導入されます12月

1日
から

広報   12月号　16



●ごみ収集の年末年始休業について
　施設への自己搬入も含め、この期間は
休業となります。
【八雲地域】
　12月31日（木）～平成28年1月3日（日）
【熊石地域】
　12月31日（木）～平成28年1月5日（火）
※ごみ収集カレンダーのとおり

●年内のし尿くみ取りはお早めに
　年内にし尿くみ取りの申し込みにつき
ましては、お早めにお願いします。
　例年、年末にかけて申し込みが殺到す
るため、余裕をもって申し込みください
ますよう、ご協力をお願いします。
　なお、12月31日（木）～平成28年1月5
日（火）の期間は、年末年始休業となりま
すのでご注意ください。

環境水道課環境衛生係からのお知らせ

【問い合わせ先】
環境生活課環境衛生係
10137－63－2020

INFORMATION  YAKUMO

　かつて長万部町は鉄道の街として栄え、当時の思い出とし
て「見て、触れて、動かせる」鉄道グッズを展示しております。
【場所】字長万部413番地12　
【時間】午前10時～午後4時
【休館日】毎週月曜日と国民の祝日の翌日、年末年始
【入館料】無料
【問い合わせ先】教育委員会事務局　☎01377－2－2748

長万部

　露天風呂、サウナ、全身浴、ジェットバスなど備えた本格
的スパ・ホテル。レストランでは地場産品を使ったお料理、
送迎付の各種宴会プランをご用意しています。
【宿泊料】1泊2食1名様7,992円から

（入湯税別途。朝・夕2食付）
【問い合わせ先】温泉ホテルきたひやま ☎0137－84－4120

　弱アルカリ性温泉で、冷え性、神経痛、火傷、美肌効果が
ある成分も含まれているそうです。
【場所】瀬棚区本町（旧国鉄瀬棚駅跡地）
【営業時間】午前10時～午後9時まで

※毎月第1・3月曜日定休
【入浴料】大人400円、中人140円、小人70円
【問い合わせ先】やすらぎ館 ☎0137－87－3841

　「忘・新年会特別プラン」をご用意！10人以上でカラオケ
無料ですので、ぜひご利用ください！送迎も無料です！
【場所】せたな町大成区貝取澗388番地
【宿泊料（1泊2食付）】大人8,500円、小学生6,590円、
　　　　　　　　　　 幼児1,620円（寝具のご利用のみ）
【問い合わせ先】国民宿舎あわび山荘 ☎01398－4－5522

せたな
北檜山区

町民センター「鉄道村」

ピリカスキー場
12月19日オープン！（予定）

　スキーシーズン到来！ピリカスキー場が12月19日オープ
ン予定です。
【リフト券料金】
（１日券）大人3,400円、小人･シルバー2,500円　
　※ほかにも回数･ナイター･シーズン券あり。
【営業期間・時間】
　12月19日（土）（予定）～2月末まで　　　 午前9時～午後9時
　3月1日（火）～3月2週目末まで　日～水：午前9時～午後5時
　　　　　　　　 　　　　　　　 木～土：午前9時～午後9時
　3月3週目以降　　　　　　　　 木～土：午前9時～午後9時
【問い合わせ先】クアプラザピリカ　☎0137－83－7111

今　金

無料送迎いたします！
宴会プランは『温泉ホテルきたひやま』

瀬 棚 区 公営温泉浴場「やすらぎ館」

温泉に入りのんびり気分で
身も心もリフレッシュしませんか！

あわび山荘
大 成 区

ネットワーク 　
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で
す
か
？

八雲地域 12月10日（木）
まで

㈲第一清掃
☎62－2904

申込期日地　域 連絡先

熊石地域
お早めに
お申し込み
下さい

㈲折戸清掃
☎2－3837
または

熊石総合支所
住民サービス課
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１
月
19
日（
火
）

〜
21
日（
木
）
3
日
間

【
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
技
能
講
習
】

※
普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
必
要

　

で
す
。

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

季
節
労
働
者
向
け

　
　
「
技
能
講
習
会
」無
料

「
巡
回
児
童
相
談
」を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

相　
　
談

試
験
・
講
習

八雲消防本部からお知らせ

年末年始における火災予防について
　今年も残すところあとわずかとなり、これから迎える年末年始は例年火災が多発する傾向にあり、
出火原因の多くはちょっとした火の不始末や不注意によって起きています。かけがえのない生命と財
産を守る為にも、お出かけ前やお休み前はもちろんのこと、普段から火の元には十分ご注意ください。

【３つの習慣】
　・寝たばこは、絶対にやめる
　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
【４つの対策】
　・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、となり近所の協力
　　体制をつくる。

【問い合わせ先】八雲消防本部　 10137－63－2686

◆住宅火災　いのちを守る７つのポイント－３つの習慣・４つの対策－

　防災の決意を新たに、新春
の門出を飾る消防出初式が、
次のとおり挙行されます。
【日時】
　平成28年1月6日（水）
　午後1時30分
【場所】
　八雲町総合保健福祉施設　
　シルバープラザ

平成28年
八雲町消防出初式

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

八雲町本町87番地2F
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◎
職
員
を
募
集
し
ま
す

《
社
会
福
祉
士
》

  

町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
次
の
場
所
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
と
な
る
添
付
書
類
を
同

封
の
上
、
写
真
を
貼
っ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

※
申
込
書
を
郵
便
で
請
求
す
る
場

　

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採

　

用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

　

き
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

　

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

　

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
相
沼
泊
川

出
張
所
、
ま
た
は
函
館
公
共
職
業

安
定
所
八
雲
出
張
所

【
受
験
資
格
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
、
受
験
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
い
ず

　

れ
か
に
該
当
す
る
方

【
試
験
会
場
】
八
雲
町
役
場

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
28
年
4
月
1
日（
金
）

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
に

よ
る
。

【
募
集
人
員
】
２
名

【
勤
務
場
所
】
八
雲
町
総
合
保　

　

健
福
祉
施
設
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

　

ま
た
は
熊
石
総
合
支
所

【
受
験
資
格
】

　

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

方（
※
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格

を
有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）で
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

【
試
験
内
容
】

①
論
文
試
験（
60
分
）

②
職
場
適
応
性
試
験（
20
分
）

③
面
接
試
験

【
添
付
書
類
】

①
社
会
福
祉
士
登
録
証
の
写
し

※
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を　

　

有
す
る
方
は
、
介
護
支
援
専
門

　

員
証
の
写
し
も
添
付
し
て
く
だ

　

さ
い
。

②
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書

　

お
よ
び
成
績
証
明
書

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写

【
受
付
期
間
】

　

12
月
25
日（
金
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

※
郵
送
の
場
合
は

　

12
月
25
日（
金
）
必
着

【
試
験
予
定
日
時
】

　

平
成
28
年
1
月
15
日（
金
）

　

午
前
8
時
45
分

（
午
前
8
時
30
分
集
合
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
人
事
厚
生
係

　
〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　
八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

《
八
雲
町

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
パ
ー
ト
調
理
員
募
集
》

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
パ
ー
ト

調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。
次
の
場

所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
写

真
を
貼
付
の
う
え
、
必
要
事
項
を

記
入（
自
筆
）し
、
職
業
安
定
所

の
紹
介
状
を
添
え
て
、
八
雲
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
相
沼
・
泊

川
出
張
所
、
函
館
公
共
職
業
安
定

所
八
雲
出
張
所
又
は
八
雲
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー

【
申
込
期
限
】

　

12
月
17
日（
木
）
午
後
4
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
職
種
】
パ
ー
ト
調
理
員

【
募
集
人
員
】
１
名

【
応
募
資
格
】

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

歳
未
満
の
方
で
、
調
理
師
免
許

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
有
資

格
者
を
優
先
し
ま
す
。

【
賃
金
】
時
間
給
9
0
0
円　

【
保
険
等
】
労
災
保
険
に
加
入

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
〜
正
午

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
等

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
28
年
1
月
18
日

　
　

〜
6
月
17
日

【
試
験
予
定
日
】

　

12
月
22
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

庶
務
係

　
☎
０
１
３
７
│
62
│
２
８
０
１

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

募　
　
集

スーパーひまわり商品券
使えます！

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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　10月29日と10月30日の2日間、八雲中学校2年生が34か所の事業所で職場体験をしまし
た。2つの職場に私は取材してみたところ、1日目の服部醸造では３人の仲間たちが丹精込めて
作られた味噌を綺麗にパッケージするための作業を一生懸命行っていました。インタビューし
てみると「とても大変で根気が必要だけど、初めての仕事だから新鮮な気持ちでこれからの作
業も楽しく頑張っていこうと思います」と答えて頂きました。2日目は八雲総合病院での取材
で薬剤師の体験をしていた3人にインタビューしました。「前から興味があって、実際は細か
い作業が難しけど楽しいです」と言っていて、臨床検査技師の体験をしていた３人は「見たこ
とない機械がたくさんあって、さらに、将来なってみたいという夢が増しました」と答えてく
れました。
　これらの2日間行った職業体験という学習を通じて、私自身も、たくさんの貴重な体験をさ
せていただき、2年生全体でもそれぞれの事業所で学んだことが、必ず将来の何かの役に立つ
だろうと確信しました。

宮島 英明

地　域　お　こ　し　協　力　隊

体験・活動レポート

協力隊の「facebook」も見てください。今回の活動も掲載しています！ 八雲町地域おこし協力隊

　

先
月
は「
北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」で
八
雲

町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
、
東
京
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
東
京
は
や
は
り
ヒ
ト

と
モ
ノ
に
あ
ふ
れ
、
都
会
の
雰
囲
気
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
住
む
な
ら
八
雲
の
よ

う
に
自
然
が
多
く
、
ゆ
っ
た
り
し
た
環
境
が

良
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
肝
心
の
フ
ェ
ア
の
方
で
す
が
、
会

場
に
は
約
1
，
3
0
0
名
の
方
に
ご
来
場
頂

け
た
そ
う
で
す
。
私
た
ち
が
お
会
い
で
き
た

方
々
へ
は
八
雲
の
自
然
や
味
覚
、
温
泉
な
ど

観
光
の
話
か
ら
、
冬
の
生
活
や
気
候
、
住

宅
、
生
活
コ
ス
ト
な
ど
の
話
ま
で
幅
広
い
分

野
で
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
生

活
面
は
自
分
が
八
雲
に
住
ん
で
感
じ
た
こ
と

を
そ
の
ま
ま
話
し
、
八
雲
町
民
と
し
て
の

「
生
の
声
」を
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
今
回
は
若
い
世
代
の
方
の

来
場
も
あ
り
、
一
番
の
話
題
は
仕
事
で
し

た
。
移
住
を
考
え
て
い
る
け
ど「
地
域
で
で

き
る
仕
事
は
あ
る
か
」と
い
う
相
談
を
受
け

ま
す
が
、
こ
れ
は
地

域
の
課
題
で
も
あ
り

ま
す
。
移
住
者
を
呼

び
込
む
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
地
元
の
若

者
が
地
元
で
働
き
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
も
地
域
住
民
の

定
住
の
た
め
に
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
に
て

　
　
　
　
　
　
　
八
雲
町
を
Ｐ
Ｒ

将来へとつなげて！
平成27年度
八雲中学校職場体験

■ 広報やくも取材体験
川口彩瑛（八中２年）
さんが、みんなの職
場体験実習を取材、
記事を作成しました。

さ　え

職場体験実習リポート
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乳幼児期～学童期
　日々忙しい生活を送る中で忘れがちな「食」の大切さ。
　今、私たちの食生活は「栄養の偏り」「肥満」「生活習慣病の増加」などの問題に直面しています。
　八雲町で実施したアンケート結果からは「おやつの時間が決まっていない」「夕食後に飲食する」
「ジュースを飲む習慣がある」子どもが多く見られることがわかりました。

栄養・食生活編健康だより
保健福祉課 管理栄養士　尾関、住民サービス課 管理栄養士　木村

問い合わせ先 ・保健福祉課健康推進係（シルバープラザ内）10137－64－2111
・熊石総合支所住民サービス課保健福祉係

おやつの時間が決まっているか（％）

全体211人

全体211人

内222人

内239人

内150人

67.8 32.2

はい いいえ

ジュースを飲むか（％）

全体

3歳未満

3歳

4～6歳

42 55 3

毎日飲む ときどき飲む 飲まない

32 59 9

44 56

44 52 4

『健康づくりは食生活から』
　～おいしく・たのしく・バランスよく食べて
　　　　　　　　　　　　　健康に過ごしましょう～

　子どもが心身ともに健康であるためには、正しい食・生活習慣の確立が重要です。そのためには、幼少期
から家族みんなで食生活に気をつけることを意識することが必要です。

資料：八雲町健康増進計画アンケート結果

◇食生活のポイント
□ 朝食は必ず食べましょう
□ 週に２～３回は魚を食べましょう
□ 薄味に慣れましょう
□ 毎食野菜を食べましょう
□ おやつの時間を決めましょう
□ ジュースの買い置きはしないようにしましょう
□ 主食・主菜・副菜を組み合わせましょう

✿　乳幼児栄養相談　　✿　むし歯予防教室
✿　保育園食育講話　　✿　こども料理教室
✿　おやこ食育教室　　✿　中学生食育講座

◇八雲町の取り組み
　八雲地域・熊石地域それぞれの管理栄養士が栄養改善事業を行っています。今年度から『毎月19日は食
育の日』を普及するため、八雲地域では保健推進委員さん、熊石地域では食生活改善推進員さんと協力しな
がら、食への関心を推進していきます。ぜひ19日は家族みんなで食生活を見直すとともに、食事を楽しむ
日にしましょう。
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扶養親族等申告書の提出について

みんなの年金ガイド知って
おきた

い

○所得税の課税対象となる方に順次発送されています
　老齢年金には、『雑所得』として所得税および復興特別所得税がかかります。
　所得税の課税対象となる方が各種控除を受けるためには、「扶養親族等申告書」を提出する必要が
あります。（障害年金、遺族年金には税金はかかりません。）

○どのような人に送られているの？
　「扶養親族等申告書」は、以下の①と②の両方に該当する方に送付されます。
　　①　老齢または退職を支給事由とする年金を受けている方
　　②　受け取っている年金額が65歳未満で108万円以上、65歳以上で158万円以上ある方
　※退職共済年金の受給者であって、老齢基礎年金が支給されている方の場合は、退職共済年金の年
　　金額が80万円以上ある方

○提出しないとどうなるの？
　年金に係る所得税額および復興特別所得税額の計算は、課税対象となる方が提出された「扶養親族
等申告書」をもとに行われています。
　「扶養親族等申告書」を提出されない場合は、各種控除が受けられないだけでなく、源泉徴収税率
も異なります。
　昨年から変更がない・扶養親族がいない・期限を過ぎてしまった、という方も必ずご提出ください。

○いつ発送されるの？
　対象となる方へ平成27年10月下旬より順次発送されます。

○「扶養親族等申告書」が届いたらどうすればいいの？
　「扶養親族等申告書」に書き方を説明した手引きが同封されますので、
よく読みご記入ください。書き方が不明な場合、八雲町役場・落部支所・
熊石総合支所・相沼泊川出張所でもご案内しております。

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル　　10570－05－1165
　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など　国民年金課　　10138－56－1165
　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど　お客様相談室　10138－82－8002
　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番）　　　　　　10137－62－2111（内線245）
　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課　　　　　　　101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

今月の年金相談
12月16日（水）

10:40～12:00
13:00～15:00

第1・2会議室

完全予約制
相談日の２日前までに申し込みください
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公
民
館

み
ん
な
の

◆問い合わせ先　社会教育課  社会教育係（八雲町公民館内）　10137─63─3131

青
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
心
を
元
気
に
、
地
域
を
楽
し
く
！
〜
思
い
を

　

言
葉
に
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
〜
」

　

自
分
も
仲
間
も
元
気
に
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り
の

持
っ
て
い
る
力
を
地
域
の
様
々
な
場
面
で
出
し
合
っ
て
、

よ
り
よ
い
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
歌
も
入
っ
た
講
演
会

で
す
。

【
日
時
】
12
月
12
日（
土
）
午
後
7
時
〜
9
時

【
講
師
】
石
川　
達
之
氏（
オ
フ
ィ
ス
う
た
こ
と
ば
代
表
）

【
会
場
】
八
雲
町
公
民
館　
集
会
室

【
参
加
費
】
無
料

【
対
象
】
青
年
及
び
関
心
の
あ
る
方

【
申
込
締
切
】
12
月
10
日（
木
）

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
主
管
】
若
人
の
集
い

開
町　

年
記
念　

全
町
女
性
研
修
会

「
泣
い
て
、
笑
っ
て
、
歌
っ
て
ハ
ッ
ピ
ー
！
」

　
心
を
元
気
に
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
講
演

師
の
石
川
達
之
氏
を
お
招
き
し
て
、
歌
と
お
話
し
で
楽

し
い
、
そ
し
て
感
動
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。
笑
っ

て
、
そ
し
て
泣
い
て
、
よ
り
健
康
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

老
若
男
女
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
13
日（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】
八
雲
町
公
民
館　
集
会
室

【
講
師
】
石
川　
達
之
氏（
オ
フ
ィ
ス
う
た
こ
と
ば
代
表
）

【
参
加
費
】
無
料　
【
申
込
締
切
】
12
月
９
日（
水
）

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

【
主
管
】
や
く
も
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト

一
筆
入
魂
！
新
年
の
書
き
初
め
に
挑
戦
し
よ
う
！

●
熊
石
・
八
雲
地
域
で
席
書
大
会
を
開
催
し
ま
す

　
小
中
学
生
を
対
象
に
、
毎
年
恒
例
の
新
年
席
書
大
会
を

行
い
ま
す
。
新
年
の
目
標
な
ど
、
力
強
く
書
き
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

・
熊
石
地
域

【
日
時
】
平
成
28
年
１
月
５
日（
火
）
午
前
９
時

【
会
場
】
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
く
ま
い
し
館 

【
対
象
】
熊
石
地
域
の
小
中
学
生　
【
参
加
費
】
無
料

【
課
題
】
主
催
者
で
指
定
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
12
月
18
日（
金
）

【
申
し
込
み
】
各
小
中
学
校
で
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、

　
熊
石
教
育
事
務
所
で
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

・
八
雲
地
域

【
日
時
】
平
成
28
年
１
月
７
日（
木
）
午
前
９
時
30
分

【
会
場
】
八
雲
町
公
民
館

【
対
象
】
八
雲
地
域
の
小
中
学
生　
【
参
加
費
】
無
料

【
課
題
】
自
由　
【
申
込
締
切
】
12
月
18
日（
金
）

【
申
し
込
み
】
各
学
校
、
各
書
道
塾
で
参
加
者
を
取
り
ま

　
と
め
て
い
ま
す
が
、
公
民
館
で
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
熊
石
地
域
：
熊
石
教
育
事
務
所　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

・
八
雲
地
域
：
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係（
八
雲
町
公
民
館
内
）

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

●
郷
土
資
料
館
事
業
の
お
知
ら
せ

　
縄
文
文
化
体
験
学
習
事
業
と
し
て
勾
玉
を
作
り
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
28
年
1
月
9
日（
土
）
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

【
場
所
】
八
雲
町
公
民
館 

実
習
室

【
対
象
】
町
内
の
小
学
生

（
1
〜
3
年
生
は
、
な
る
べ
く
保
護
者
同
伴
）

【
募
集
人
数
】
20
名　
【
申
込
締
切
】
1
月
8
日（
金
）

【
参
加
費
】
一
人
2
0
0
円（
材
料
代
等
）

【
申
込
方
法
】
郷
土
資
料
館
に
参
加
費
と
参
加
申
込
書
を

　
持
参
す
る
か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
、
問
い
合
わ
せ
先
】

　
郷
土
資
料
館　
☎
0
1
3
7
│
63
│
３
１
３
１

10

冬休み中に、小学４年生～６年生を対象としたパソコン教室を実施します。　　
受講申し込みは、公民館（10137－63－３１3１）までご連絡ください。なお、定
員の10名になり次第締め切ります。（会場：八雲町公民館２階パソコン室）

生涯学習パソコン講座

内容
および
日程

日程
および
内容

毎月第２、第４木曜日は町民ＩＴサポートセンターの日です。町民のパソコンのト
ラブルやお悩みに無料で相談に応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談
も受け付けますのでお気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター

大　人 700円
子ども 500円

小学生のための
パソコン教室

平成28年1月12日（火）～
13日（水）

午前9時～正午

小学４年生～６年生を対象とした、初心者向け
のパソコン操作を学ぶ教室です。保護者が一緒
に受講することもできます。

日　程　等 受講料内　　　　容コース名

12月10日（木）
12月24日（木）

八雲町公民館２階　パソコン室　1６３－３１３１（内線３０４）
はぴあ八雲１階　情報交流室　1６８－２２２８（内線１２）

午後７時～午後９時

時　間　帯会場・電話番号日　　程
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図書館に行こうY
■八雲町立図書館　　　1０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～※午後６時
　　　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始
■熊石総合支所図書室　1０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

本の返却は、どちらでも受付します

図
書
館
だ
よ
り

不
動
の
魂

ユ
ー
ト
ピ
ア

五
郎
丸　
歩

　

逆
境
に
遭
っ
て
も
揺
る
が
ぬ

心
で
ク
ー
ル
に
乗
り
越
え
、次
の

ス
テ
ー
ジへ
歩
ん
で
い
く
。「
日
本

の
フ
ル
バ
ッ
ク
」五
郎
丸
歩
が
、

少
年
時
代
か
ら
日
本
代
表
最

多
得
点
記
録
更
新
ま
で
、ラ
グ

ビ
ー
人
生
を
語
る
。

　

足
の
不
自
由
な
小
学
生
・
久

美
香
の
た
め
に
、近
所
の
ママ
友

た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金「
ク

ラ
ラ
の
翼
」を
設
立
。し
か
し
些

細
な
価
値
観
の
ズ
レ
か
ら
連
帯

が
軋
み
は
じ
め
、や
が
て
不
穏

な
事
件
が
姿
を
表
わ
す
…
。

《
お
は
な
し
の
へ
や
》

・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

　

12
月
9
日（
水
）

　

午
後
4
時
〜
4
時
30
分

《
集
会
室
》

・
お
た
の
し
み  

こ
う
さ
く
会

「
ク
リ
ス
マ
ス
か
ざ
り
」

　

12
月
12
日（
土
）
午
後
2
時

・
お
た
の
し
み  
ど
う
わ
の
日

「
童
話
サ
ー
ク
ル 
ぴ
い
た
あ
★
ぱ

　

ん
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

　

せ
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

　

12
月
19
日（
土
）
午
後
2
時

・
子
ど
も
向
け

　
12
月
12
日（
土
）
午
後
1
時

・
大
人
向
け

　
12
月
26
日（
土
）
午
後
2
時

◆
八
雲
地
域　
12
月
8
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

（
9
ヶ
月
相
談
）

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

※
9
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手

　

渡
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
向
け
行
事

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
映
画
会（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

◎毎週入る新刊図書は、町ホームページ八雲町立図書館の
ページより「新刊案内」をご覧ください。また、パソコンを
通して町立図書館の蔵書を検索・予約することが出来ます。
◎毎月、移動図書館車（ほんのもり号）の運行を行ってい
ます。巡回日および巡回場所については、北海道新聞道南
版「まちの欄」に掲載しています。
◎「やくも朗読サークル」の方々が「広報やくも」を吹き込
みした「広報やくも朗読ＣＤ」を貸出していますので、ご利
用ください。

　年末年始の休館に伴い貸出できる冊数を増や
します。12月15日（火）～27日（日）までの期
間、貸出冊数を１人最大20冊までとします。
  ぜひ、たくさん本を借りて、お休みの間も読
書をお楽しみください。

「『
絵
本
の
世
界
を
う
た
に
の
せ

　
て
〜
う
た
と
ピ
ア
ノ
と
フ
ル

　
ー
ト
と
』の
様
子
」

　
　
　
　
　
　
11
月
3
日（
火
）

今月のオススメ本

湊　
か
な
え

今月の新刊本

たくさん借りてください!!
（期間限定）

～貸出冊数増やします～

図 書 館 一 口 メ モ

エントランスホールの展示
図書展示

『身近な食べもの・飲みもの』
11月25日（水）～12月13日（日）

『コミュニティホーム八雲　　　
　　　　　　　利用者作品展』

12月15日（火）～12月25日（金）

　12月28日（月）～平成28年1月5日（火）ま
で、年末年始のため休館します。なお、休館
中、本を返却する場合は玄関横に設置してい
る返却ポストをご利用ください。

I N F O RMAT I O N

● 年末年始休館のお知らせ ●
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スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

第
1
回
八
雲
町
・
長
万
部
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

☆
温
水
プ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

◎
特
別
休
館
日

　（
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
た
め
）

　

12
月
21
日（
月
）

〜
平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）

◎
温
水
プ
ー
ル
の
開
館
時
間
変
更

　

平
成
28
年
2
月
1
日（
月
）

   

〜
4
月
30
日（
土
）

【
開
館
日
及
び
時
間
】

・
水
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
後
2
時
〜
8
時
30
分

※
午
後
5
時
〜
6
時
の
間
は
閉
館

・
土
曜
日　

午
後
2
時
〜
５
時

【
休
館
日
】
日
、
月
、
火
曜
日

◎
12
月
23
日（
水
）に

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
予
定
！

【
営
業
日
時
】

・
12
月
23
日（
水
）〜

平
成
28
年
2
月
29
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
9
時

・
平
成
28
年
3
月
1
日（
火
）〜

13
日（
日
）

（
平
日
）午
後
4
時
〜
9
時

（
土
日
）午
前
10
時
〜
午
後
9
時

※
リ
フ
ト
の
運
行
は
、
午
後
８
時

　

45
分
で
終
了
し
ま
す
。

【
休
業
日
時
】

　
12
月
31
日（
木
）
午
後
3
時
〜

　

平
成
28
年
１
月
１
日（
金
）

◎
お
得
な
シ
ー
ズ
ン
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

・
大
人　
　
　

１
８
，
５
１
０
円

・
中
学
生
以
下
１
０
，
２
８
０
円

・
60
歳
以
上　

１
５
，
４
２
０
円

【
購
入
方
法
】

　

右
記
金
額
と
写
真
１
枚（
縦
３

㎝
×
横
2
．
5
㎝
無
帽
無
背
景
）

を
添
え
て
、
ス
キ
ー
場
券
売
所
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
教
室

【
日
時
】

　

平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

【
場
所
】
町
営
ス
キ
ー
場

【
対
象
】
満
５
歳
以
上
〜
小
学
３

年
生
ま
で
の
親
子
20
組

【
指
導
者
】

　

八
雲
ス
キ
ー
協
会
員（
Ｓ
Ａ
Ｊ

　

公
認
ス
キ
ー
指
導
員
ほ
か
）

【
受
講
料
】

・
大
人
4
0
0
円

・
子
供
３
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

【
申
込
方
法
】

　

12
月
29
日（
火
）ま
で
に
受
講

料
を
添
え
て
総
合
体
育
館
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

八
雲
ス
キ
ー
協
会
で
は
、
今
年

度
の
ス
キ
ー
講
習
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
会
員
特
典
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
小
学
生
以
上

【
会
費
】
１
，
０
０
０
円

【
特
典
】

　

協
会
主
催
の
夜
間
講
習
の
内
、

最
初
に
受
け
る
講
習
が
無
料
で
す
。

ま
た
、
安
全
保
険
に
加
入
の
際
に

加
入
手
続
き
を
代
行
し
ま
す
。

【
保
険
料
】

・
大
人　
　
　
　

１
，
８
５
０
円

・
中
学
生
以
下　

１
，
４
５
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

12
月
25
日（
金
）ま
で
に
総
合

体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
冬
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

【
日
程
】

　

平
成
28
年
１
月
11
日（
月
）、

　
　
　
　

16
日（
土
）、
17
日（
日
）

【
時
間
】
受
付　

午
前
９
時
30
分

▽
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
3
時

【
場
所
】
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場

【
対
象
】
年
長
の
幼
児（
５
、
６

歳
）〜
小
学
生
ま
で

【
講
習
料
】
※
保
険
料
含
む

・
１
日　

１
，
５
０
０
円

・
半
日　

８
０
０
円

・
３
日
間　

４
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】

 

12
月
25
日（
金
）ま
で
に
受
講
料

を
添
え
て
、
総
合
体
育
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
八
雲
町
営
ス
キ
ー
場
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

☆
ス
キ
ー
協
会
員

　
　
　
　
（
講
習
会
員
）募
集

■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】　午前 ９時30分～午後９時
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日､年末年始

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

第
1
回
八
雲
町・長
万
部
町

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

　
11
月
14
日（
土
）、
八
雲
町
・
長
万
部
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

大
会
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
両
町
の
少
年
団
員
1
2
4
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
八
雲
地
区
防
犯
協
会
と
共
催
で
行
わ
れ
、
長
万
部

町
の
少
年
団
員
も
参
加
し
た
新
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
高
学

年
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
低
学
年
は
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
で
交
流
が
行
わ

れ
、
会
場
は
大
き
な
歓
声
に
つ
つ
ま
れ
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
行
事

☆
教
育
委
員
会
主
催
事
業

☆
ス
キ
ー
協
会
主
催
事
業
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